
NPO 法人 お口の健康ネットワーク H21 年 4 月度 理事会 議事録 
 
●場所 東京八重洲ホール 
●日時 H21 年 4 月 11 日 18：00～21：00 
●出席者（50 音順、敬称略） 
磯崎篤則、草野栄路、楠本雅子、黒瀬真由美、小畑文也、小松原新二、津野敬一朗、永山正人、

宗形信司、森田学、守屋啓吾、渡邊達夫 
（事務局スタッフ）草野俊道、長浦寛子 
 
（欠席者）木村年秀、角舘直樹 
 
●議事内容 
１．H20 年 1 月以降の主な活動実績について 

 
資料に基づき事務局より説明を行った。 
 

２．お口の健康ネットワークのビジョン策定 

 
渡邊先生よりＮＰＯ設立の経緯等についてご説明いただき、今後の方向性について検討した。 
 
【お口の健康ネットワークのミッション】 

一生自分の歯で食べられる社会を目指し、抜かない、削らない歯科医療を実現します 
 
【お口の健康ネットワークのビジョン】 
（今年度） 
・ブラッシュアップミーティングの試行と評価を行う。 

・認定制度の制度設計を行う。 

 
３．今後の活動内容について 

（１）つまようじ法の啓発・普及事業（セミナー、研修等の開催） 

 
①新規向けセミナー 

歯科医師会雑誌や歯科新聞を活用してはどうかという意見があり、今後検討する。 
 
②ブラッシュアップミーティング 
 タイトルが分かりにくいという意見があり、今後の開催分について検討する。 
 
③渡邊先生訪問実習 

訪問実習先で会員になっていないところがあり、今後の訪問実習について以下の価格設定を検

討する。 
 会 員  52,500 円（従来通り） 



非会員 105,000 円 
 

④一般の方向けの普及啓発 

   ・市民公開講座等の開催 

  10 月の口腔衛生学会の公開講座で黒瀬先生の講演とブラッシングを行う。 

 

   ・イベント等への DH の派遣 

  事務局より今後理事や会員の先生に協力を依頼していく。 

 

 

（２）情報交換、情報提供、情報発信事業 

 

a. 会報の発行 

年 4 回発行の予定で検討。 

 

b. メーリングリストの活用 

ML で歯科医師、歯科衛生士の求人情報を発信することについての是非について一部意見が分

かれた。今後の利用方法については再検討したうえで、ML にて登録者に配信する。 

 
 
（3）つまようじ法普及のための歯科医院、歯科衛生士を認定する事業（認定事業） 

渡邊先生の他に、小畑先生、山本龍生先生（理事に加わっていただくよう打診）に担当になっていた

だき、次回 9 月 13 日理事会までに認定制度の制度案を作成する。 

 

認定制度については、以下のような意見が出された。 

 

・案では「認定歯科医院」となっているが、個人に対して認定すべき（認定医）。 

 

・歯周病学会の認定歯科衛生士の取得が増えているようだが、歯周病学会のベクトルと当会で考え

る予防歯科や歯周病治療のベクトルは違うと思われる。その違いを認定制度にも反映させるべき。 

 

（４）口腔保健に関する関係団体との協力、連携 

5 月 10 日のジョイント講演会には日Ｆ会議、日本トゥースフレンドリー協会にも共催に入っていただき開催

するが、今後そういった活動を強化していく。 

 

 

 

 

 

 

 



4．事業運営について 

 
（１）役割分担・担当理事 

事業名 担当（理事） 

１．「つまようじ法の効果と実践」セミナー 

２．ブラッシュアップミーティング 

３．訪問実習 

４．歯科医院見学 

５．つまようじ法認定事業 

６．口腔保健に関する関係団体との協力、連携 

７．会報の発行 

８．会員名簿の発行 

９．ホームページリニューアル 

10．ポスター、パンフレット作成  

11．新規入会促進 

12．会員の経営基盤確立支援 

13．総務 

14．経理 

15．事務局 

黒瀬、小畑、楠本 

渡邊 

渡邊 

黒瀬、小畑、楠本 

渡邊、山本、小畑 

永山、津野、木村 

森田、磯崎、角舘 

小松原 

草野（栄） 

守屋、津野 

全員 

守屋 

宗形、小松原 

小松原 

小松原、草野（栄）、 

草野（俊）、長浦、日野原 

 
（２）入会単位について 
1 法人で複数の医院を持たれている場合があるが、その場合入会は原則として医院単位で行って

いただく。 
 
 


